
防 虫 科 学 第 33 巻-ⅠⅤ

Suldm&ry

Preferencetestsofthericestem borer,ChiLo

subJIrcssatl'sWalker,larvaeandmothsforrice

plants and chemicals including "Oryzanone"

knowntt)beafoodattractantwerecarriedout

underlaboratoryconditions. Apparatusesused

forolfactorytestsareshowninFigs.I-3.Results

obtainedwereasfollows;

1) "Oryzanone" (♪-methylacetophenone) was

confirmedasanattractantforthelarvae.

2) Among30compoundsrelatedto"Oryzanone",

thefollowingcompounds)werefoundtobeactive

fortheattractionofthelarvae:acetoxyphenyl

butanone,〝一monylaldehyde,β,γ-hexenol,methyl

eugenol,scc-butylr6-methyl-3-cyclohexene-1-car･

boxylate,♪-n-propoxybenzylmethylether,A-n-

butoxybenzylmethyletber.

3) Therewerevarietaldifferen?einriceplants

forthepreferenceofthelarvae.Moreover,rice

plantseithermanured with triplddammonium

sulfateortreated with2,4-D,weremorepre･

ferableforthelarvaetha■n thoseculturedin

standardconditionandinsilicagelsuppliedsoil.

4) Asforthemoths,almostthesameresults

wereobtainedin preferencetestsinriceplant

asforthelarvaeasmentionedabove.
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Agriculture,NagoyhUniversity,Nagoya)ReceivedAugust26,1938.Botyu･Kagaku33,130,1968.

(with･EnglishSummary,134).

17. 殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (第ⅠⅩ報).ピレスロイドに対するピレスロジンの兆

力作用について.林 光史1 71+･木博夫,讃磁哲夫 (名古屋大学員学部)40.8.26受理

ピレスロジンおよびその誘導体のピレスロイドに対すろ共力作用についてイエバェ成虫をもちい

て実験した. ピレトt)ン油剤にわける処理ではピレスロジンの共力作用は認められず. 弧榊ピレス

ロジンとビレスロジン規慨分脈物の酸化物はノックダウンにのみ共力作用がみとめられた. ピレト

.)ン粉剤の場合はピレスロジ.ン山懐分解物の酸化物はピレトリン0.2%に1.0%を加 えることによ

り著しいノックダウンの共力作用と致死作用の増加が認められた. しかし, アレスリン粉剤の場合

はピレト.)ンの場合よりも共力作用は弱く,致死率の増加も認められなかった.

除虫菊樹脂中から分離した結晶性樹脂および塩酸分

解物がピレトリンによるイエバエのノックダウンに対

しては兆力作用を示すが,ア.カイエカ幼虫にはその作

用を示さないことが田村,松原ら (1955,56)1･2)によ

って糊出され その後 Bartonctat.(1957,60)3･1)

により脚旧の化学川辺が決定された.著者らはピレス

ロジンの川泣叫にmethylen'edioxyphenyl基が存在し

ないにもかかわらず非力作用を示すことならびに,特

にノアクダウン効力に火力Yt･:川の認められろことに興

味をもち,ピL(スPi;ンおよび粕 作合物のピレトリ

ンま･たは,アレスリンに対する兆力作用をイエバエに

ついてしらべた.処理方法により,これらの非力効果

の程度がことなったが粗ピレスロジンおよびその塩酸

分解物の酸化物がピレトリンに対し共力作用を示した.

本文fこ入るに際し,御指導いただいた名古屋大学農l

学部故田村悌一教授.弥富喜三教授および宗像桂教授,

ln在,大正割鵜株式会社研兜部 (TaishoPharma･

ceuticalCo.,LTD.)
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肢串大学忠学部松原弘道教授に探測致します.

Ⅰ･実験材料および方法

(1)供試水剤.有効成分として除虫菊エキスとアレ

スt)ンを用いたが,除虫菊エキスは馴 旨性の沈波を含

まない市販品の25%エキスで,アレスリンは90,%以上

含有の工業品である.また.用いた除虫菊結ura仕組胴

(Fig.1)はピレスロジン純品,粗相ピレスロジン,ど

レスロジンの塩酸分解物,塩酸分解物のクロム酸鮒 ヒ

物およびピレスロジンの硫酸分解物である.なお,油
剤ではピレト1)ンの共力剤としてpiperonylbutoxide

を用いて比校した.

(2)油剤および粉剤の調製法 油剤はTablelにホ

す組成となるように一定血の除虫菊エキス,ピレスロ

ジンおよびその誘導体と,溶解を助けるためにジオキ

サンまたはエタノールを加え,ケロシンで調製した.

なお,共力剤およびピレスロジンやその他の訪中体の

混用割合は重量比で5倍量とした.
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粉剤の場合は布効成分やピレスロジンおよびその誘

村休のアセトン紋を-定尺のタルクに加え.150メッ

シュの節を通してよく況合し調取した.

(3) 実験方法 tlも試昆虫は当研光束で累代飼ff中の

イエバエ Muscadomestfcavl'cz'naMacq., 市税系

の羽化後5日目の感受性の均一なる個体桝を用いた.

実験は長沢ら(1950,53)8･8)によって報告された撒粉

降下法および噴霧降下法により.イエバエのノックダ

ウン効果を観察した.ノックダウンした胴体は別の寄

掛 こ袋め2%砂析水を与えて25-27oCで飼TfL.24時

T.1g後の致死率を抱解した.

ⅠⅠ.実験桔果および考察

実験結果は Tablel一一5に記織するごとくである.

また,Blissのプロビット法により整理した結果は,

Table6,7に示すごとくで ある. そしていずれの場

令もピレスロジンまたは他の誘串体は印独では全くノ

ックダウンや死亡を示さなかった.

Table1,6はピレトt)ンhlt剤に対するピレスロジン

およびその調や休の兆ノJ効柴である.0･25%ピレト')

ン叩独油剤に対し.T..i撃'lピレスロジンを況用した均分

はノックダウン効架がかえって舵下した.しかし,粗

相ピレスロジンおよびピレスロジンの広丘恨分解物,吃

慨分解物のクロム憤慨化物ではnJ]らかな共力作用が観

察された.このように相製ピレスロジンよりも粗相品

または誘導体が効果のあることは興味深く,また,ノ

ックダウン効果と同様に24時間後の致死率も粗製品の

場合に大きかった.そしてその)UJ作mはP･butoxjde

よりも搾れているql向を示した.

0.1% ピレトリン粉剤に対するピレスロジンおよび

その紗.fl体のノックダウン効只王への八･力作用はTable

2にホすごとくどレスロジンおよびピレスロジンの塩
恨分釆刑勿において苅かった.しかし,24時間後の致死

科 まピレスロジンおよび他の:75耕作を加えることによ

ってかえって低下した.なお.このようなこと‡享田村

ら(1955)1)がアカイエカの助山を用いた実験で致死の

非力作mが認められなかったとのペているのと似た現

象である.また,0.2%ピレトリン粉剤にピレスロジ

ンおよびその誘導体を添加した場合の結果はTable3

に記載したごとくである.この場合,ビレスロジン,

ピレスロジンの塩慨分解物,このクロム酸酸化物を混

合することにより,かなり高いノックダウンの共力作

用が観訳された.ことにピレスロジンの瓜慨分♪刑勿の

クロム暇慨化物のjUJ作用は拭 く.Table7から0･2

,0011t独粉剤の約3.5177･であることがわかった.

さらに. アレス.)ン粉剤 について実 験 を行ない

(Table4,5).ピレスロジンおよびその誘導蛙のいず

れも黙-TのJt:.力作川のあろことが認められた.しかし,

ピレトリン粉剤に比較してかなり劣るものと考えられ

ち.そして,致死の共力作用は観察されず,むしろ括

抗的憤向が うかがえる.

田村,松原(1955)1)は除虫菊結晶性樹脂ならびにこ

の塩酸分解物についてピレト1)ンに対する共力作用を

じらべ,イエバエ成虫のノックダウンに明らかな火力
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Table1. Tlletimepercentknock･downtableofhouseflyfor0.25% pyrethrinssolution
plus1.25% compoundsI,ⅠⅠ,ⅠIIandIV.

Codesign l ト1 ト2 ト3 Ⅰ-4 ト5 Ⅰ-6 Ⅰ-7 ト8Pyrethrins(%)
Synergists(%)

0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

1.25 1.25 1.25 1.25 1.25 1.25 1.25

I Teclmical*Chrysanthemum lI Ill IV P.butoxide -
material resine★★
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識
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1

7
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5

3

7
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6
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4
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6

6

7

7

7

7
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0

2

8

4

3

5

4

7

7

1

8

1

5

9

5

1

6

0

3

8

4

7

0

1

2

3

3

4

4

4

5

5

6

4

6

3

7

6

8

7

2

3

4

1

3

1

7

28

31

38

44

49
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59
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64
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5

0

7

5

1

9

0

3

1

6

7

4

1

9

2

9

0

3

0

5

9

3

6

7

2

2

4

4

5

5

5

6

6

6

5

9

6

0

8

0

8

0

3

8

7
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1

5

7
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0
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4
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0

6
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7

2
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0
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0

4
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Ta;triEl12t4yhr) い 5･3 30･5
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Table2. Thetimepercentknock･downtableof
houseflyfor0.1% pyrethrinsdustsplus0.1%
CompoundsI,ⅠⅠ,ⅠⅠIandIV.(1)

Codesign JII-1 Ⅰト2 II-3 Ⅰ114 III5

Pyrethrins(,Oo')

Synergists(%)

No.oftests

No.ofinsects

Time
(min)

10

13

16

20

26

33

Mortality
(after24hr)
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3
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O
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O

O

O
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O

O

L

6
.
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.
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.
は

21

29
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36
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叫

4

5

6

8

9

0

3

4

6

8

1

2

2

0
.
8

9

2

4

6

1

3

6

9

5

7

7

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

8

6

5

4

4

3

0

0

8

7

6

5

0･3･
9
･
11
･
15
･
_5

18

24

26

29

32

35

溺

8

3

3

6

9

7

2

0

4

4

9

6

0
.
5

9

9

4

8

7

1

3

7

4

7

9

1

1

1

2

2

3

4

4

4

5

5

5

2

2

9

4

3
.
7

5

0

5

3

1

0

0
.

13

20

21

年

33

44

46

50

53

55

56

5

27.0 21.9 9.6 24.5 47.0

Table3. Thetimepercentknock･downtableof
houseflyfor0.2% pyrethrinsdustsplus1.0%

compoundsIiII,IllandIV.(2)

Codesign lIII-1ⅠⅠト2ⅠⅠⅠ-3 ⅠⅠⅠ-4 ⅠⅠト5

Pyrethrins(%)

Synergists(%)

0.2 0.2

Ⅰ 11

1.0●1.0

2o
･
l

一

〇
･
2

Ⅳ

ー
･
0

2

1

0

α

H

1
.

:0.:0.冒:sstescts鳥 7 1号2 1;1 1;7 1;7

1

2

3

4

5

6

8

0

3

6

=

E:

:

鵠

Mortality
(after24hr)

7.1 4

47.2 32

59.8 44

68.5 48

73,2 59

75.6 64

82.7 71

84.3 72

1 15.3 9.4 5.8

0 50.4 34.2 20.4

2 61.1 43.6 30.7

3 71.0 51.3 35.8

9 77.9 58.1 52.6

5 80.9 64.1 59.1

5 82.4 72.6 66.4

7 84.0 76.1 70.1

86.6 74.4 85.5 81 . 2 70.8

87.4 77.9 86.3 82.9 76.6

ll.0 16.9 37.4 41.0 25.5
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Table4. Thetimepercentknock･downtableof

houseflyfor0.2% Allethrindustsplus1.0%

compoundsI,IT.m andlV.(I)

C｡｡C-,如 llV_ITV_2IV_3ⅠⅤ_､lIV_5

Allethrin(形 )

Synergists(形)

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

Ⅰ ⅠⅠ III IV -

1.0 1.0 1.0 1.0 -

:::0.ff::SsteSctsi .26 1;8 1;3 134 1;6

1

2

3

4

5

6

8

0

3

1

1

鵠

Mortality
(after24hr)

0

9

2

6

4

2

8

2

5

3

0

8

0

3

3

6

7

1

4

4

5

6

7

7

8

9

3

6

3

2

1

1

9

7

9

3

1

5

1

7

0

3

3

6

2

3

4

4

6

7

8

8

1

0

1

5

4

-

4

1

6

3

43

53

55

59

64

73

78

83

8

0

7

6

5

8

9

0

4

4

23

35

47

63

77

出

粥

9

3.7

2

6

3

8

5

9

3

.4

4
57.4

5

3

0

3

76

85

89

粥

4 6, 0 57.8 49.0 63.4 68.4

作用があるがアカイエカ幼虫に対しては致死作用に共

力作用のないこと,さらに松原.田村(1956)2)はこれ

ら2つの結晶性樹脂はアカイエカ幼虫のノックダウン

にも全く共力作IT]のないことを稚EBした.木実験のkl':

架ではイエバエ成虫に対しピレトリン油剤における処

理ではピレスロジンの共力作用は認められず,かえっ

て効力の低下がみられ,粗抗ピレスロジンとピレスロ

ジン塩酸分解物の酸化物は明らかな共力作用がノック

ダウンにのみ認められた.

ピレト.)ン粉剤の場合は処理況皮により効果は只な

Table5. Thetimepercentknock･downtableof
houseflyfor0.2% Allethrindustsplus2.0%

compundsI,II,ⅠIIandIV.(2)

Codesign lV-1 V-2 V-3 V-4 V-5

Allethrin(%)

Synergists(%)

o
･
2

Ⅳ

2
･
0

2

:

0

0
.
I-

2
.

2

〇

一
l

●

0

Ⅰ

2

2

0

0
.
1

2
.

:::::;::Scts鳥 6

Time
(min)

1

2

3

4

5

6

8

10

13

Mortality(after 24hr)

5

4
412

4
414

4

4::4

4

51

I.91.3 1 . 4 3.5 1.4

40.431.2 33.3 35.9 33.1

48.141.6 ノ15.1 47.9 44.1

53.2 -18.1 JI5.8 52.1 47,6

62.8 50.6 51.4 58.5 51.0

71.8 53.2 56 .3 66.2 52.0

79.0 61.0 69.4 76.8 60.0

85.9 69.5 78.5 83.8 66.2

92.9 77.3 84.7 92.3 73.1

47.4 45.5 45.8 -15.8 71.0

るが.ピレスロジン塩酸分解物の慨化物はピレトリン

0.2%に1.0%加えることにより著しいノックダウンの

共力作用ならびに致死作用の増強が認められた.また,

アレスリン粉剤に対するこれの共力作用はピレトリン

の場合よりも弱く,死虫率の増故はいずれの場今でも

全く認められなかった.

Barton& Mayo(1957)3),Barton.B6ckman&

Mayo(1960)I)およびAoki,Tamura& Kawakishi

(1964)7)はピレスロジンの化学川辺についてしらべ.

さらに,先に掲げたごとく.鵬分級.または恨化によ

Table6. Characteristicsofthetimeknock･downregressionsofhouseflies

treatedwithisodosesofsynergizedpyrethrinsoilspreywithpyrethrosin
anditsisomes.

0

0

0

0

0

0

0

0

仙
1

2

3

4

5

6

7

8

l

l

l

l

I

l

l

-

J
I

I

I

I

T■▲
▼▲
l

▼▲

三言… ･ ;:…芸

663

770

591

600

328

711

Absoluteeffectiveness

Logmedian
knockdown

time (り

Mもdianknock
downtime

宇 (min)

≡:;;; E l芸:;≡

2.725
2.734
2.589 【 6.47

Relative
effectiveness

1Median
equivalent

733

醐

185

_62

甲

025

514

㈱

0

1

1

1

I

1

1

I
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Table7. Characteristicofthetimeknock･downregressionshousefliestreatedwith
isodosesofsynergizedpyrethrindustwithpyrethrosinanditsisomes.

り各印の化合物に変換することを明らかにした.これ

らの化令物はいずれもピレスロイドの共力剤として必

要な分-了･川山と巧えられているmethylendioxyphenyl

基を有せず.しかも木火験によって認められたごとき

共力作用を示すことは,S-421がアレスリンに対して

共力効果の揃い8)ことを考えあわせ極めて興味のある

ことである.
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Summary

Synergisticeffectsofpyrethrosinanditsderi･

vativeswithpyretbroidson adultsofhousefly

wereinvestigated.

From theexperimentalresultsobtainedbythe

kerosenespraymethod,nosynergisticeffectsof

purepyrethrosinwithpyrethroidswereobserved.

Thus,thesynergism ofcrudechrysanthemum

resineand oxidationderivativeofpyrethrosin

with pyrethroidsontheknock･downeffectof

houseflieswasstudiedbythedustingmethod.

Theexperimentalresultsindicated thatthe

knock･down and lethaleffects increased by

mixing1.0% oxidationderivativeofpyrethrosin

with0.2% pyrethrinsdust,butthecombination

ofpyretbrosinswith allethrin showed lower

orderofsynergism thanthesimilarcombination

withpyrethrins.


